
日時：１月21日(木) 14：00～15：30

古田尚也
IUCN（国際自然保護連合）

大正大学 地域構想研究所

4

Nature Based Solutions



専門家委員会

• 15,000以上専門家が6つ
の専門委員会に所属

➢コミュニケーション・教育委
員会 (CEC)

➢生態系管理委員会 (CEM)

➢環境、経済、社会政策委員

会 (CEESP)

➢種の保存委員会 (SSC)

➢世界保護地域委員会
(WCPA)

➢世界環境法委員会
(WCEL)

事務局

• 世界中に約900人の職員

• 本部はスイス、グラン

• 世界各地に約50の事務所

会員

• 160カ国以上の約1,400の
団体

• 国家、政府機関、NGO、先
住民団体

• 70 以上の地域委員会や
国別委員会 (例： IUCN日

本委員会）
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NbS（Nature-based Solutions：自然に根ざした解決策,
（課題解決、問題解決））というコンセプトはおよそ10年
ほど前にIUCNが生み出したもので、その後EUや世界

銀行、国連などの国際機関、プロセスの中に徐々に浸
透してきました。





One Planet Summit for 
Biodiversity 2021



14.3 billion USD in new funding



2016年にハワイで開催されたIUCN世界自然保護会
議の決議（WCC-2016-Res-069）の中で、NbSの定義
が以下のように決議されました。

• IUCN（2016）「社会の課
題に順応性高く効果的に

対処し、人間の幸福と生物
多様性に恩恵をもたらす、
自然あるいは改変された
生態系の保護、管理、再
生のための行動（筆者仮
訳）」





自然に根ざした解決策(NbS)とは？



自然に根ざした解決策(NbS)とは？



自然保護の規範と科学

自然保護の範囲や意義を拡張していく

生物種やその
生息地の喪失
の原因に対して
対処することが
優先課題

切実な社会の問
題や課題の解
決が優先課題

NbSは、これまでの自然保護を置き換えたりするも

のではなく、それを補完するものです。ただし、こ
れまでの自然保護の一義的な目的が「自然を守る
こと」なのに対して、NbS

にあります。



ここでNbSが想定している社会課題とは、具体的
には以下の7つの分野になります。

①気候変動、②食料安全保障、③水の安全
保障、④人間の健康、⑤自然災害、⑥社会と
経済の発展、⑦環境劣化と生物多様性喪失



また、NbSは右
表に示したよう
な各分野で近
年進められてき
た似たようなア
プローチを置き
換えるものでは
なく、これらすべ
て包含するアン
ブレラコンセプト
です。



NbSはSDGsの多くのゴールに直接貢献





WWFサンゴ礁保護研究センター

• 南西諸島のサンゴ礁保全

• 地域住民主体のサンゴ礁保全を

サポート

• 特に、石垣島白保集落において、

アジア・太平洋島しょ地域のサン
ゴ礁保全のモデルづくりに取り組
んでいる。

＜活動内容＞

世界100か国で活動する環境ＮＧＯ
の日本唯一のフィールド
2000年にオープン



サンゴ礁生態系と直面する脅威



 石垣島白保集落住民により設立
 2013年5月法人登記

 白保集落の村づくりに取り組む

























グリーンインフラとは、

「社会資本整備や土地
利用等のハード・ソフト
両面において、自然環境
が有する多様な機能を
活用し、持続可能で魅力
ある国土・都市・地域づく
りを進める取組である」

NbSの定義や考え方は、以下にある国土交通省が示
したグリーンインフラの定義とも大きく重なっています。



５－１ 生態系が有する機能を活かした
防災・減災対策等への理解を深め、安
全・安心な地域づくりに貢献するよう努
める。

５－２ 地域固有の自然資本が有する
機能を活用し、地域の創生に貢献する。

５－３ 都市や一部の里地里山に代表さ
れる、既に自然の恵みが損なわれてい
る国内外の地域において事業活動を行
う場合には、生物多様性の回復を促す
よう努める。



ポスト愛知目標の素案にも



ポスト愛知目標への提案



Nature-

derived 
solutions

Nature-

inspired 

solutions

Nature-

based 

solutions

しかし、このようにNbSが多くの人や機関に受け
入れられるようになると、今度はNbSがどこまで
の範囲を含むのか？ということについて、より厳
格な定義やガイドラインが求められるようになっ
てきました。

どこまでがNbSなのか？



そこで、IUCNでは2年ほど前からNbSグローバルスタ
ンダードづくりのプロセスを開始し、100か国800人以
上のステークホルダーのプロセスへの参加を経て、
８つの基準、２８の指標から構成されるスタンダード
が2020年7月にグローバルローンチされました。

1) Launch event - https://youtu.be/hpDN-svlg7I

2) Launch panel - https://youtu.be/CieM_D22F5w

https://youtu.be/hpDN-svlg7I
https://youtu.be/CieM_D22F5w


• 1 NbS

• 2 NbS

• 3 NbS

• 4 NbS

• 5 NbS

• 6 NbS

• 7 NbS

• 8 NbS

NbSスタンダードの8つの基準は以下の通りです。
また、各基準に対応する指標を次ページ以下に示します。

（筆者仮訳、以下同）





https://www.iucn.org/theme/nature-based-solutions/initiatives/nature-accelerator-fund

• The initial US$ 8M risk-
tolerant concessional 

finance from GEF
• By 2030 a portfolio of up 

to 70 successful 
investment deals, 
attracting co-investment 
up to US$160M beyond 
the Nature+ Accelerator 
funding

https://www.iucn.org/theme/nature-based-solutions/initiatives/nature-accelerator-fund


Blue Natural Capital Financing 

Facility – Update July 2020

https://bluenaturalcapital.org/

Blue Natural Capital Financing 

Facility – Update July 2020

https://bluenaturalcapital.org/


国連生態系再生の10年
2021-2030



IUCN世界自然保護会議
2021年9月3－11日＠フランス、マルセイユ




